
鳥 海 讃 歌 Ｇ Ｔ Ｈ 通信 第 13号 令 和 ２ 年２ 月 １ ３日 （ 木 ）

校 長室 よ り

元 気 ・ 勇 気 ・ 魂 気 を も ら う！

令和 ２ 年 初 場所 （ １ 月 １２ 日 ～ ２６ 日 、 東 京両 国 国 技 館で 開 催 ） で、 幕 内 番付 最 下 位 、
西 前頭 １ ７ 枚 目、 「 幕 尻 」の 徳 勝 龍が 、 １ ４ 勝１ 敗 の 成 績で 初 優 勝 し話 題 に なり ま し た 。
白 鵬、 鶴 竜 両 横綱 が 休 場 し、 大 関 や関 脇 等 番 付（ ラ ン キ ング ） 上 位 力士 に 優 勝の チ ャ ン ス
が 到来 と 思 い きや 、 幕 内 ラン キ ン グ最 下 位 の 伏兵 が 、 下 克上 の 優 勝 を勝 ち 取 った こ と は 、
相 撲界 の 話 題 とし て だ け でな く 、 日本 中 を 活 気付 け て く れま し た 。

振り 返 っ て みま し ょ う 。「 令 和 ２年 大 相 撲 初場 所 星 取 表」 で 、 徳 勝龍 の 対 戦相 手 を チ ェ
ッ クし ま す 。 初日 は 、 幕 の内 よ り ラン キ ン グ 下位 の 西 十 両筆 頭 千 代 翔（ 徳 勝 龍よ り ワ ン ラ
ン ク下 位 ） と 対戦 し 勝 利 。し か し 、翌 日 西 前 頭１ ６ 枚 目 魁聖 （ 徳 勝 龍よ り ワ ンラ ン ク 上
位 ）に 敗 れ １ 勝１ 敗 。 ３ 日目 以 降 は、 実 力 も 拮抗 し て い る番 付 相 手 と対 戦 、 その 後 も 徐 々
に 番付 の 高 い 力士 と の 対 戦が 組 ま れま し た が 、初 心 を 貫 き連 勝 。 ７ 日目 に は 、尊 敬 し 慕 っ
て いた 大 学 時 代の 恩 師 が 急逝 、 精 神的 に も 肉 体的 に も 辛 い状 況 に 追 い込 ま れ ます 。 し か し、
こ こで 「 気 」 を強 く 持 ち 、自 分 ら しく 戦 う こ とを 恩 師 に 誓っ た と 思 いま す 。 １１ 日 目 に は、
こ れま で の 番 付最 高 位 、 東前 頭 ８ 枚目 の 碧 山 （こ こ ま で ４勝 ６ 敗 ） を破 り 、 翌日 、 西 前 頭
１ １枚 目 輝 （ ここ ま で ９ 勝２ 敗 ） にも 勝 利 、 １３ 日 目 は 、西 の ９ 枚 目豊 山 （ ここ ま で ９ 勝
３ 敗） に 勝 利 する な ど 、 勝ち 越 し を決 め て い る力 士 を 破 って 勢 い を つけ ま す 。そ し て 運 命
の １４ 日 目 、 相手 は 優 勝 候補 の 西 前頭 ４ 枚 目 正代 （ こ こ まで １ ２ 勝 １敗 ） と の天 王 山 を 制
し ます 。 千 秋 楽に は 、 異 例の 取 組 とも い え る 、初 場 所 出 場力 士 の な かで 、 番 付最 高 位 大 関
貴 景勝 を 心 技 体気 迫 の こ もっ た 相 撲で 撃 破 し 、初 優 勝 を 達成 し ま し た。

幕内 最 下 位 の幕 尻 力 士 の優 勝 は 、 2000年 春 場所 以 来 ２ 人目 の 快 挙 、千 秋 楽 の結 び （ 最 後
の 取組 ） で 幕 尻力 士 が 相 撲を 取 る のは 、 昭 和 以降 で 初 め て。 奈 良 県 出身 の 徳 勝龍 は 、 千 秋
楽 の大 一 番 を 前に 、 「 自 分が 優 勝 なん て で き るわ け が な い。 思 い 切 りい け ば いい ん や 。 」
と 心の な か で ひた す ら 念 じた そ う です 。 ３ ３ 歳の 幕 尻 力 士は 、 無 心 で歴 史 的 な下 克 上 に 挑
ん だの で す 。 「僕 み た い な地 味 な 力士 は 、 せ めて 一 生 懸 命相 撲 を 取 り、 勝 負 し続 け る し か
な い。 休 み な んて あ り 得 ない 」 と 語り 涙 を 流 しま し た 。 また 、 優 勝 イン タ ー ビュ ー で 「 も
う ３３ 歳 じ ゃ なく て 、 ま だ３ ３ 歳 だと 思 っ て いま す 。 い ける と こ ま でい き た い」 と 宣 言 し
ま した 。 さ ら に「 良 い 時 も悪 い 時 も応 援 し て くれ る 人 々 のお か げ 。 自分 は 周 りの 人 に 恵 ま
れ てい る 。 関 わっ て く れ る全 て の 人に 感 謝 し たい 」 と 述 べて い ま す 。

大相 撲 初 場 所の 徳 勝 龍 の優 勝 は 、メ デ ィ ア を通 し て 私 たち 人 間 に 「何 」 を 与え て く れ た
の か、 「 何 」 に気 付 か せ てく れ た ので し ょ う か？

徳勝 龍 の 相 撲人 生 と 私 たち 一 人 ひと り の 人 生は 違 い ま す。 し か し 人間 と し て、 共 感 で き
る 点、 参 考 に でき る 点 が 必ず あ り ます 。 メ デ ィア が 注 目 した 人 物 か ら、 人 間 とし て の あ り
方 、生 き 方 を 学び た い と 思っ て い ます 。

一方 で 注 目 され た 力 士 の影 に 、 悔し 涙 を 流 した 人 間 も いま す 。 大 相撲 に 限 らず 勝 者 の 背
後 には 、 必 ず 敗者 が 存 在 しま す 。 その 人 々 に 学ぶ 姿 勢 も 忘れ て は な りま せ ん 。メ デ ィ ア で
映 し出 さ れ た 日の 当 た る 部分 に の み学 び の 本 質が あ る の では な く 、 影に 着 眼 し多 面 的 に 心
情 に寄 り 添 い なが ら 、 ポ ジテ ィ ブ に思 考 す る 気持 ち と 行 動を 忘 れ な いで く だ さい 。 人 生 は、
山 あり 谷 あ り です 。 体 験 知を 胸 に 刻み 心 身 を 鍛え て 、 ど んな 難 所 も 歩ん で 生 きま し ょ う 。

仁 高 生 は 、 自 分 と 地 域 の 願 い を 叶 え る 支 援 を ！

★ ア イ コ ンタ ク ト （ ｉ con t act） を 心 がけ て く だ さい 。 目 と 目で 通 じ 合い 、 face
to face で 向 き 合 いな が ら 、「 考 え な がら 行 動 す る」 笑 顔 の 素敵 な 人 間た れ ！

★ メ モ を とる 習 慣 を 確立 し ま しょ う 。 生 徒手 帳 を フ ル活 用 し て くだ さ い 。メ モ を と
る 習 慣 は 、将 来 必 ず 役に 立 ち ます 。

★ 意 識 力 ＝意 思 ・ 意 志（ 瞬 間 ）＋ 気 力 （ 持続 ） で す 。意 識 力 を 育成 す る こと で 、 学
ぶ 力 が 増 幅し ま す 。 考え た こ とを 継 続 し てや り 抜 き まし ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は、 「 疑 問 →探 究 → 発見 」 と い う学 び の 方 程式 で す 。

★ 「 自 己 有用 感 」 を 高め て く ださ い 。 そ のた め に あ なた は 何 に 挑戦 し ま すか ?
自 分 が 誰か の 役 に たつ た め には 、 感 謝 の心 と 自 己 肯定 感 を 持 つこ と が 大切 で す ！

★ Ｎ Ｐ Ｔ は仁 賀 保 高 校プ ロ グ ラミ ン グ 思 考の 略 称 で す。 Ｎ Ｐ Ｔ を意 識 し て、 学 び を
活 性 化 し まし ょ う 。


